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D C 池 村 , 本 多
M C 安 江3, 西 川
当ユニ ッ トは寺本 ユニ ッ トと共に,生物物理 グループを摩 ってお り,予鈴 ･
その′他錠)運 営は両 ユニ ット一体で行 っているO主な研究 テーマは二つあ り,そ
の-は,蛋白箇合成系 ,特 に Dボソームお よび転移 RN Aの機 能と構造の関 係
についての分子生物学的実験 であり,軍産主 として紫外線 の兼射に よって生ず
る 9ポ ソ ー ムおよび転移 R'N Aの緒飯能の変化 か ら, これ らの持つ遺伝暗号翻
訳 のための機 能部位 の状態 ,構造についての情報 を得 る ことを試みているoそ
の二は,生体高分子の竃子｣天恵に碍する研究で,現在主 として核強につ いて真
空紫外轟 の吸収測定を中心 とした分光学的な実験 を行 っているn
恒 藤 研 究 室
ス タ ッフ 恒 藤 敏 彦
恒 谷 俊 明
阪大基礎工か らlt)月に こちらに移 ったばか りですか ら,研究室の活動 と し
て紹介す ることはなにもあ りません O これか らの計画 とい うのも, また漠然 と
考 えているだけです｡
いままで主 として超伝導 ,液体 - リクムな ど.童子流体 のことを研究 して き
ネ
ましたが,tこの方面に関 しては,- リクム (He4- 冒 - 液体一固体)にしぼeI
って勉強 を続けたいと思 っています｡また,以前 から興味 をも っていた,高度
に圧濁 された廃棄 の状麿 の問題 を少 しつ っこんで勉強す るつもりです C 異姓的




生体物理瑠偉の勉強 も, これか ら積極的に進めたいと考えていますO幸い基
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し研究計軌j
ノ言ヒ学者が蓄積し続けている膿大な情 夷の豪 JJ中に踏込み,新 しい道をつける
事を目票に して, .射 二物留 と密着 した統計力学府研究 をJ'lTう方針ですO ます,
軟いモ ノを対象にしまrc,遠 くに生物 を見ているつも りですOさしあた っては
分子塵結 露増でr/:.)分子遅 功についての基礎 瑠 な知識を増め る事を出発点 としま
す n 東庄,固体メタ ンの柏転 ･T･.Sの研･/itlが 中 心 テーマです｡､
メタンには,義手効果の著 しい CH4 から始 まり,H をDで適凍えて行 って,
古典蜘 二戚扱 ってもよい CD4迄の IS再 opic s,3rieLSかあ ります Oそれ ら
の示す森 力学的挙 動 赤外吸 Li,核通 式嶺和,中性子致乱等 の実験 車 集 翫 亮一
勺に増:#しょうというのが,目下進行中の仕事の主な円 ･Gです ｡ 各藩j位体がそ
れぞれ種 々の杉スピ･ソ種からなる混合物ですか ら,異 なるスピン嘩 蘭の相互転
-･r9%10t)樹適 も含 まれ ます｡態晶中の分子回転を考 えるとき,混在我々が採用して
いる噴型は,分子虎向に よる相転′新 二直感Lyjな産額を与え.る分子閲相互作用か
a.ult1POle一mul七ipole interactionであるとするものです.この模型
の良膏 も蘭 もなく明 らかになtるで しょうq
parameもerの setとして,分子暗†相互作周:I)coupling constant,分
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